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西田芽衣さん(小４)が2011年12月10日図書館まつり、17日ＭＭＷ朗読会にて紹介下さいました。
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 豊橋市長　佐　原　光　一　様
　　
２０1１年３月１１日。　
私たちはこの日を生涯忘れることができません。

また、この日に続く「原発震災」が起きぬように

新年度の豊橋市の取り組みを迅速・強化されることを願います。

まず、子どもの命が大切にされるまちづくりです。

子どもの人権が尊ばれるまちづくりです。

とよはし市民会議は
これまで以上に「おたがいさま」のことばをこころがけ
子育て＆高齢社会のための「まち・づくろい」を提案します。

はじめに
佐原市長に四度目の予算提案書を提出させていただきます。

２０1２年、「脱原発」を掲げて下さい。
一人ひとりの子どもたちの声にしっかり耳を傾けて下さい。

子どもは未来の宝です。
とよはし市民会議は、平成２２年６月１８日から

西野花菜さんの命を受け継ぎ

そして　　　　

平成２３年３月１１日からは

丸山薫「蟻と雀」にあるように「たくさんの生き物」を中心に据えて
子育て・教育・文化・環境・地域福祉の充実を

市民参画によるまちづくりを通して進めることを願って
新年度の予算提案書をまとめました。
とよはし市民会議が大切にしている

みっつの言葉
「いのち」
「原発震災」により子どもが命を失うことがないよう、全力を注ぐことを決意します。そのために、「理性・感性・想像力」を駆使し家庭・学校・地域でできる限りのことを実践することを提案します。
子どもは未来そのものです。
　
「おたがいさま」

常に災害時を「想定」して、乳幼児・高齢者・障がいを持つ方が
地域で孤立することがないように、地域のみんなで支えあう仕組みをつくり、「まち・づくろい」を進めることに全力を注ぎます。
　　　　　　　　　　　　　「ＮＰＯ」

「Ｎ＝非・Ｐ＝営利・Ｏ＝活動」法人の働きこそが、まちづくりの活性力に。

学び続ける市民力により［市民社会］が変わることを
続けて実践します！
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提案の骨子
· 防災は「想定外」とは言わせない「まち・づくろい」に着手すること。

「後方支援」構想による、臨機応変対応型市民防災・減災活動の日常化。

　

· 見える脅威＝たばこ、見えない脅威＝放射能から子どもの命と健康を守るために、最適の有効策を講ずること。

· 市民の代表「市長＆市議会」

市長・市議会は脱原発を宣言・決議すること、そして

民主主義を「話し合い」ルールの徹底で実現し、
子どもの「いのち＆ことば」を守る条例を制すること。

· 市役所＝「市」民とともに協働を通して育つ「役」に立つ「所」

　　　「ゼロ歳からの市民参画」により、一人ひとりの願いが届く

仕組みを、官民ともに歩みよって実現すること。　　

　

· 「えがお」
おかあさんには地域・家庭支援から
こどもには楽しい読書を通して

お年寄りや障がいを持つ方には、地域の助け合いで
３６５日、２４時間持続する「えがお」を届けるまちにしたい。　　　
· 「学ぶこと」
　　　　私たちが生きる今は、「命の危機」が日常となった時代。
ほんとに電気は足りないのか。使い方の総点検を・・・等々、

叡智を学び、活かすためには、学び・実践・伝え続けること。
既設施設・既存財産の有効活用による最大効果を協働で実現したい。　　　　
　　

とよはし市民会議　予算提案（個別事項）
1． 防災：共に生きるために「後方支援」を想定するまち
現況　　東北大震災の教訓として、災害時には日頃の備えが活きることを

学びました。また、今後予想される震災は、想定外を想定すること、

そして、「命」を救うことを第一とすべきと言われます。そのために

必要なことは、「理性」「感性」「想像力」。今からできることに、即、

着手する必要があります。防災上の取り組みの見直しは、津波を中心

に始まりましたが、生活場面におけるさまざまな取り組みに「てんで

んこ」＝自立と自律は必要です。とよはし市民会議は遠野市の取り組

みから学び、後方支援拠点づくりと「まち・づくろい」構想を提案。

1 学校、公共交通、公共施設、国道、国有地を有し、地盤も安定、高台にある南栄駅周辺を「後方支援」拠点としてモデル整備。

2 高齢者の多い南栄の公営住宅整備において、「道」問題の解決（段差、かまぼこ型、街路樹など）をはかり、安心して外出できるまちづくりの促進。

3 生活家庭館機能移転後の建物を、日常的な防災訓練実施の拠点として整備。
4 高師緑地公園における、総合生活型防災訓練の実施と支援。
5 既設の防災施設等についての住民周知。
6 想定外の「訓練」実施と支援。
⑦ 日常生活に密着した、具体的な防災訓練を、町内・組単位での実施支援。
⑧ NPOとの協働で市民地震総合相談窓口を設置し、通常時から被災時想定の知恵を備蓄。(想定される対応策については、東北に学ぶこと。)
2． 脱原発：「電気」中心の暮らしを見直すまち

現況　３．１１の東北大震災を経て、全国の原発停止が続く中、夏の電力不足対応として、節電夏・冬の陣、ＰＰＳ導入などにより、市役所自から、「電気」中心の暮らしを見直す取り組みを発信。来るべき東海３連動大地震に対する豊橋市民の一番の安心・安全は、浜岡原発の永久停止と、浜岡原発がこれ以上の事故を拡大させないためにも、最大安全確保策による廃炉準備に、一日も早く着手することです。浜岡原発事故が起きれば、豊橋市民生活は壊滅することを「想定」した、暮らしの見直しをすることが、今、「フクシマ」で起きていることを、繰り返さないことにつながります。
①　災害ごみを自市内処理する上の、緊急時総合ごみ処理対応策の確立。

②　放射性物質処理に対する市独自の焼却・埋め立て等対応策の検討。

③　アスベストの除去と除去後の最終処分等の環境汚染防止対策の強化策。 

　④　風力発電による健康被害を考慮して、節電社会への取組みの強化。

　⑤　原発事故後のさまざまな病気(ガン、白血病、感染症、慢性疾患悪化、回復困難、震災による心の病気)が進行することに取り組む部署の強化。

6 被曝から子どもを限りなく守るために、食品の放射能汚染調査。

7 放射性物質のストロンチウムとプルトニウムへの対応策。

8 自治体責任としての放射能測定の実施。

9 放射線に関する副読本の扱いを現実に進行する問題として取り組む体制。

10 子育て中の母親対象の連続学習講座をNPO等と協働。

11 学校給食の食材・調理等の検討と放射能測定結果の公表。

12 「放射能」に関する情報や市民の相談等を選任で扱う人の配置。

13 福島第一原発事故後のあらゆる情報を収集して、市民に提供。

14 浜岡原発から７０キロの豊橋市における「想定」問題の検討。

15 環境負荷を軽減する「電気」の上手な使い方ベスト１と「原発ゼロ」の

関連シンポジウム開催。

3． 子ども権利条例：子どもの「いのち＆ことば」をまもるまち
　現況　学校図書館司書配置は、2007年度に始まった小学校からの司書引き上げが5年目となる。常駐体制への一歩として、一人３校担当とするには３名の学校司書増員との声が届き、現在25名の学校司書が74小中学校を年間420～630時間の勤務時間内で巡回。（１校当たり210時間）さらなる司書の増強、授業学習支援センターの複数スタッフ配置など、思いきった取り組みが必要です。また、子どもの権利条例制定に向けた動きは留まったままですが、2010年6月、浜名湖ボート事故における西野花菜さんの尊い命を生かし続けるためにも、また、災害時における子どもの命を守る点からも、「子ども中心」にすえた、条例づくりに即刻取り組む段階を迎えています。
①　学校図書館でことばを育てることは、一番の人間教育である。

学校図書館司書の小学校全校配置に向けたさらなる取り組み。　
2 子どもの発言を保障し、子どもの声に耳を傾けることを明記した「子どもの　　　

権利条例」制定に向けて、ワークショップの開催。

3 不登校、いじめ、虐待などで苦しむ子どもに自尊心や回復力を育むＣＡＰプログラムの市内全校における開催。
４．地域・議会一人ひとりの願いが届く仕組みのあるまち
現況　市議会は2011年改選を機に、36名体制でスタート。地域・団体推薦議員が主に構成する議会では、減員による議会の活性化、行政のチェック機能も半ばの状況。とよはし市民会議は一人ひとりの市民の願いに耳を傾け、必要な仕組みづくりをと、政務調査費を活用、調査・広報に努めてきた。町内会や自治会における住民参加を進める上で、公民館や市民館の働きが注目されている。
1 　アクティブな高齢者が自ら参画する、町内版憩いの家（空き店舗活用など）　　

や、「集会所サロン」の開設への積極的支援。

②　公民館、市民館、町公民館等における、自主的な子育てグループの、会場使用上の支援策(会場使用時間、会場費)等を積極的に実施。
③ 市民館が乳幼児を含む、児童館的機能を発揮するための「子ども主事」配置。

５．協働：「市」民の「役」に立つ「所」を共につくるまち
現況 ボランティア情報センターから「市民活動支援・情報センター」と改まり、オレンジプラザ・市民協働基金も2007年に開始。さらに使いやすく、また市民協働が進む上では課題がある。愛知ネットが指定管理者として最初の３年目を終え、2期５年目の最初の年となる。市民センターの管理を一手に引き受け、オレンジプラザを中心にして、豊橋市民のＮＰＯによる市民協働の運営体制づくりへ転換する試みに発展するかに注目と期待が集まる。
①　市民センターの市民協働とあいトピアのボランティア活動のそれぞれの実績を、被災時のまちづくりに活かす方策の検討。
②　市役所内における市民サービスに「乳幼児・子ども」の視点の導入。
③　正規・非正規職員間の格差の是正。
④　市民学習会等への参加を促進し、市民情報を共有化。
⑤　市役所東館１階広場で、円卓会議の開催。
６．子育て支援：おかあさんの笑顔を大切にするまち 

現状　子育て支援課６年目、こども未来館は５年目を迎え、豊橋市・東三河の子育て支援のセンターとしての実績を積み、期待も増大、市民協働による企画力が発揮され、内外からもその存在は高く評価されている。指定管理者による範囲が「つどい」から「体験・発見」へと拡大される２年目となり、指定管理者制度へ検証も始まり、「子どもの命」に関する公的責任の明確化がさらに求められている。次世代育成支援行動計画(後期)やこども発達センターも３年目。子ども総合的施策は、「防災」視点を取り組み、教育・福祉・医療・保健全般において進むことが求められると考える。

①「ホームスタート」事業を市民協働で取り組む準備の促進。

②「生活家庭館」おいて、「子どもの最善の利益」のために、防災と多世代交流を踏まえた「子ども・家庭支援総合センター」的機能充実の促進。
７．生涯学習：誰もがいつでも、どこでも、何でも学べるまち
現状　乳幼児期の子育て支援にえほんを導入する豊橋版ブックスタート事

業が図書館を中心に取り組まれた効果は大きく、継続を期待する。

また、本市の図書館の歴史にとって、２０１２年平成２４年は、豊

橋市図書館開設１００年の記念すべき年である。長年の懸案であっ

た南地域図書館建設が具体化する年でもあり、生涯学習のまちづく

りが大きく開花する。「公共図書館」の役割がますます期待される中、

図書館予算の額は市民に歓迎されることを確信する。

1 図書館を楽しむ市民（子育て中・退職者・高齢者）市民の利用便宜をさら

に図り、配本センター・市民館図書室のネットワーク化の促進。

②　近年中に到来確実視される東海大地震を未曾有・想定外とさせないために、限りない減災対応に向けた情報提供に努めること。とりわけ、原発問題に関しては、資料収集に最善を尽くし安心・安全を市民生活に届ける事業。

③　公民館は、住民が憲法に保障された、民主主義を学ぶ場として、ますますその役割は拡大している。生活家庭館がアイプラザ豊橋へ移転の際には図書室の充実促進。
④　丸山薫賞1６周年、丸山薫研究会７年目となる。子どもから大人まで、「生活の中に詩」を楽しむまちづくりを支援
　　　　　　◆行財政の見直しの全般にわたって◆
防災・減災対策を第一に。

「減収」「人口減」「高齢者増」「福祉費増」の時代が続き減速対策の本格化が

求められる。
教育・文化の投資が効いてくる時代。そこからお互いさまの社会へ！

壊滅的な国予算を前に、豊橋市の財政の健全化を唱えても
実感は乏しい。

それでも、堅実な豊橋の良さを大切にして

無駄を省く努力を
一人一人の職員が自覚して実践すること。

1．　防災は費用をかけるだけでなく、「理性」「感性」「想像力」を駆使すること。

２．指定管理者制度、ＰＦＩ事業における市民サービス向上と節減に対する

　　　効果と市民意識を調査する。
３．嘱託職員、謝金扱いの専門職員の待遇改善につとめること。
４．高齢社会を健康に過ごすため、自助･共助で、高齢者自らが企画・運営する
地域福祉互助社会おたがいさまプランのモデル事業を行い、積極的助成を
はかること。医療費削減等の効果について示すことに務める。

５．市民協働による事業の行財政効果について、市民サービス、市民満足度を
中心にさらに検証をする。
６．市民協働の基金活用をもっと使いやすい形に整え、さらなる市民参加を促
し、豊橋版「新しい公共」に向けて取り組む。
７．市の物品購入に当たっては、男女共同参画推進条例や、障害者雇用を率先
している事業所から積極的に調達することをPRする。
８．事業別行政コストの計算書を作り、人件費、減価償却費など間接費等も明
示して、公会計改革に引き続き取り組む。
９．全公共施設の維持管理費用、人件費などの総経費が市民に分かる「施設白
書」を作成することを指定管理者にも求め、効率とサービス向上を可視化
する。
10．滞納整理、収納率向上のために、滞納者の生活状況調査とともに、関連部署との連携を図り、時効等や執行停止とならぬよう、分納・免除・猶予制度等を活用し、市税の収納率向上に積極的に取り組まれることを望む。
11．多重債務等の相談・支援窓口のさらなる充実を行い、「掘り起こし」に重点を置くこと。（2008年27課からなる庁内組織「多重債務者支援連絡会議」発足、同年11月窓口開設）
12．各種団体への補助等は、実施事業に見合う支援として、団体の独自の財源　　

　　を持ち、経営努力を勧め、自ら予算･決算を公表する方向へと進める。
　 以上、１２項目は２０１１年度(平成２３年) 予算提案書を継続記載します。

                                                           　　　　　　　　　　　　　　　






蟻と雀　　　　　　丸山薫





地めんを見れば


かならず蟻はあるいている


屋根をあおげば


きっと雀がとまっている





ぼくたち


人間の世の中に生れて


ぼくたちのことしか考えないが


地球は人間ばかりのものではない


もっとたくさんの生き物が


ぼくたちといっしょにくらしているのだ





思うことが成らず


さびしくなったら　不平が出たら


それら空や地めんの友だちを見よう


どんなに心がなぐさめられるか！
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